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耳鼻咽喉科 領域感染症に対す るSF-837 (ミ デ カマ イシン)の 使用経験
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I. は じ め に

SF-837は マ クロライ ド系の抗生 剤で,グ ラム陽性菌

に対し強い抗菌力を有するといわれている。今回,本 剤

による耳鼻咽喉科領域における急性および慢性炎症に対

する治療を試み,そ の成績を得たのでここに報告する。

II. 理化学的性状および特性

SF-837は 白色ないし淡黄色の結晶あるいは結晶性粉

末で,無 臭,苦 味を有す る。その分子式および構造式は

下記のとお りである。

分 子 式: C41 H67 NO 15

構造式:

抗菌作用はマクロライ ド系の薬剤であるロイコマイシ

ンと同程度のグラム陽性菌に対する強い抗菌力を有する

が,グ ラム陰性菌に対する抗菌作用は弱いと され て い

る。マウスによる動物実験において,ブ ドウ球菌感染症

に対して,経 口投与でロイコマイシンより優れた治療効

果があり,溶 連菌感染症に対 しても,戸 イコマイシンと

同程度の効果が期待できたといわれている。

耐性については,ブ ドウ球菌,溶 連菌の本剤耐性獲得

は ロイコマイシンのそれ と同程度である。

毒性は極めて少なく,動 物臓器,血 清,尿 におよぼす

急性,亜 急性および慢性毒性作用は極めて少ないといわ

れている。

III. 観 察 対 象

今回のSF-837投 与の対象は弘前大学医学部附属病院,

黒石市立病院,大 館市立病院耳鼻科外来を訪れた患者の

うち耳疾患14例,鼻 疾患3例,咽 喉疾患11例 の計28

例についてである。これらの対象は主に急性炎症 もしく

は慢性炎症の急性再燃例だけである。

IV. 成 績(表1)

1) 急性中耳炎症例および慢性穿孔性中耳炎の急性再

燃症例

急性中耳炎症例は7例,そ のうち1側 性のものが5例,

両側性の症例が2例 であつた。これ らの症例のうち耳漏

か ら菌の検出に成功し,感 受性試験のできた例は4例 で

あつた。その うち3例 にグラム陽性菌および陰性菌が検

出され,1例 はグラム陽性菌だけが検出された。マクロ

ライ ド系薬剤の1つ であるロイコマイシンに感受性を有

す る症例が3例 で,1例 が ロイコマイシンに感受性が認

められない症例であつた。しかし,臨 床的には鼓膜の発

赤,耳 漏の消失等の著 しい改善が全例に認められた。な

お,7例 中3例 には他の抗生剤の併用がおこなわれてい

たので,こ れ らの例における症状,所 見の改善がSF。837

に よるか否かは不明であつた。

2) 慢性 穿孔性中耳炎

慢性穿孔性中耳炎の6症 例については,感 受性試験の

成績が得られた症例は4例 であつた。その うち,グ ラム

陽性菌が2例,グ ラム陰性菌が1例,グ ラム陽性菌およ

び陰性菌が検出されたものが1例 であつた。 このうち,

ロイコマイシンに耐性を有するものが1例,感 受性の強

い症例が1例,他 の2例 は ロイコマイシンに対す る感受

性が弱い菌の検出された症例であつた。臨床的には,慢

性中耳炎症例に対するSF-837の 使用による効果は,表

1に 示されるように,耳 漏の消失減少とい う点 か らみ

て,効 果が薄 く,一 過性の耳漏消失を示した症例が2例

あるだけであつた。

3) 外耳道炎症例

外耳道炎症例は1例 だけであり,菌 の検出分離は得ら
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れなかつたので,感 受性試験は施行され得なかつた。臨

床的には,耳 痛の消失,外 耳道皮膚の発赤腫脹の消失を

み,10日 間の経過で完全に治癒した。

4) 急性副鼻腔炎,慢 性副鼻腔炎急性増悪症,急 性鼻

炎症例

急性副鼻腔炎,慢 性副鼻腔炎急性増悪症,急 性鼻炎の

それぞれれ1例 ずつにSF-837投 与 の効果を観察できた。

そのうち,急 性副鼻腔炎症例 と慢性副鼻腔炎急性増悪症

例については菌が検出され,感 受性試験成績が得 られた。

これらの2症 例ともロイコマイシンに対する感受性が高

く,臨 床的にも,頭 痛,鼻 汁の減少を認め,他 覚的局所

所見も,鼻 腔粘膜の発赤腫脹,お よび膿性 鼻汁の消失を

認めた。なお,急 性副鼻腔炎の症例では上顎洞陰影の改

善が認められた。急性鼻炎症例については,感 受性試験

が得られなかつたが,臨 床的に頭痛の消失,鼻 粘膜腫脹

の減退が認め られた。

5) 急性 口蓋扁桃炎および急性咽頭炎症例

カタール性急性口蓋扁桃炎,腺 窩性急性口蓋扁桃炎お

よび急性の咽頭炎症例11例 についてSF-837を 投与し,

その効果を観察できた。そのうち6例 に菌の検出分離が

でき,感 受性試験成績が得られた。感受性試験成績の得

られた6例 全例が,ロ イコマイシンに対す る感受性を有

していた。臨床的には,11例 全例に効果が認められ,解

熱 咽頭痛の消失などの自覚症状の改善 と口蓋扁桃の発

赤腫脹,膿 栓の消失,咽 頭粘膜の発赤などの局所所見の

著明な改善が得られた。しかし,11例 中3例 に治療当初

において他の抗生剤の注射を施行した例があ り,こ れら

の症例については本剤投与だけによる効果を決定するこ

とはできなかつた。

V. 考 按

SF-837は マ クロライ ド系の抗生剤の1つ であ り,グ

ラム陽性菌に強い感受性を有することが知 られてお り,

この点,上 気道感染に有効であることが期待される。今

回,本 剤の効果について耳鼻咽喉科領域の急 性 炎 に対

し,検 討を加えてみた。

投与量は最小2,000 mgか ら最大41,000 mgま での

範囲にわたつた。 これは一般に,小 児に対する投与量は

少なく,慢 性穿孔性中耳炎に対しては長時間の観察例が

存在 したためである。投与法は,成 人では1,200 mgを

1日3回 に分服させ,小 児の場合には主に400 mgを1

日2回,も しくは800 mgを1日4回 に分服させた。投

与期間は最短3日 間,最 長35日 間 であつた。

慢性穿孔性中耳炎症例を除いては,他 の症例全例に症

状および局所所見の改善が認められた。慢性穿孔性中耳

炎において,耳 漏の一過性の消失を2症 例に認めたが,

本症の病因的立場から考えても,抗 生剤だけで治癒させ

得るとは考えられない。また,慢 性中耳炎は種々の細菌

による混合感染例が多 く,こ とに緑膿菌,変 形菌などに

よる感染の場合がしばしば認められる。従 が つて,こ

のような場合,抗 生剤としての本剤の効果も期待できな

いことが多いと考えられ る。慢性中耳炎以外の症例につ

いては,今 回の対象症例中,感 受性試験成績の得られた

12例 中11例 に,ロ イコマイシンに 強い感受性が得ら

れ,ま た臨床的にも症状,所 見の改善が得 られ,1例 は

感受性試験でロイコマイシンに耐性を有していたが,臨

床的には著効を示 した。この点,本 剤は,マ クロライ ド

系抗生剤であるけれ ども,そ の効果はロイコマイシンと

全く等価ではないとい うことを示唆 しているとも考えら

れ る。

副作用については28例 中1例 に,本 剤服用中,胃 部

不快感を訴えたが,他 の27例 には副作用と思われる症

状所見は認められなかつた。

VI. ま と め

急性,慢 性穿孔性中耳炎,外 耳道炎,急 性副鼻腔炎,

慢 性副鼻腔急性増悪症,急 性鼻炎,急 性口蓋扁桃炎およ

び急性咽頭炎症例28例 について,SF-837投 与による

治療効果を観察し,慢 性中耳炎を除いた症例に対 し,本

剤は満足すべき効果が得られた。
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表 1
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LOGICAL FIELD 
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Abstract 

SF-837, a new macrolide antibiotic, was administered orally at the dose of 400•`1
,200 mg/day for 

3•`35 days to 28 cases of the infections in the field of otorhinolaryngology, and a satisfactory result was 

obtained as effective in 20 cases, fairly effective in 2 cases and unknown in 2 cases. The bacteria isolated 

from lesions consisted of 6 Gram-positive bacteria, 2 Gram-negative bacteria, and 8 mixed of Gram-

positive and -negative bacteria. The sensitivity measurement of SF-837 revealed that the above 

bacteria were highly sensitive in 14 strains out of 16 strains. 

As for the side effect of SF-837, 1 case complained of a malaise in gastric region during the administra-

tion of the antibiotic.


